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【は じめに 】裂脳 症は しば しば 重症 の 精神運動 発達遅延や て

ん か ん発作を呈す るとされ てい るが、MRI の 発達に より最近

では軽症例の 報告も多い。この ような例 D てんか ん原性につ

い て 検討した。【対象・方 法】対象は 当科で 長期 foll〔rw して い

る裂］WEの 6伊忙
1
、これらの 臨宋像、裾径放射線学的・電気生

理 学的所見を検討した。【結果】年齢は 13から70（平均 M ）歳

で 、男性 4 例、女性 1例 であっ た 。 全例知能 レベ ル に異常は

なく、2匈按軽度の 片麻痺が み られ た。rWfl性 3伊1、片｛貝姓 3

pmt’（”あっ た。全例てん かん を俸 ）て お り、2 次性 全般化を伴う

複雑部分発作が 5 例、全般発作が 1 伊悔あ っ た。5例は抗て

んか ん剤 で コ ン トロ
ール は 良好で、2例は 6〜Z）年間発作を

起こしてい ない。この うち 発作間欠期脳波で突発 睫異常波が

み られたもの は 1 例で、その 部位は裂町齣 ）部位と
一
致 した。

残 り1例の て んか！鬩 鴾よ難治陸で あっ た。本例ば 右イ旁中心

溝の 裂脳で 、MRI で 右海 馬の 萎縮が みられ 、慢性 硬膜下電

極記録の 結果、発作起始域は右很顧 葉内側部に存在した の

で 、右前側頤葉・海鴇切除を行い 、発作は軽減した e 組織学

的にも海 馬硬 化 が み られ た。【結論 】裂脳症 に 合併するて ん

か ん発俄ま必 ずしも難治性で はない。また、裂脳症の て んか

ん原性 域は脳裂を被っ て い る灰 白質に 存在することが 疑わ

れ て い るが、合併する海 馬硬化が 発作発現に 関与してい る例

もある。

【目的】て ん か ん と発 作性ジス キネジー
（  mx 罪  ld陣

PD）が 同
一
個 人に み られたり、同一

家系内に集積す る事はよ

く知られ て い る。最近、乳 児良性 けい れ ん （benign　i血 蛆 e

  岨   商 （m ，　BlfV ）とPD の 合併がプ ）の 症 候群として

認 め られ た，
一
方、これ まで我 た が PD として治療して きた症

例の 中に は、B∬℃ 以外の て ん か ん を合併する症例もあり、今

回、PD に合併するて んか んの 病態につ い て検討してみた．

【対象及び 方法】7症例（男5、女2＞の PD は、E  血  n ら

（1995）の 分類に 従 うと、急激な運 動開始によっ て引き起 ：され

る発 作性 の 四 肢 の 不 随意 運 動 （四 ）xysmal　kinesigeniC

dyskirmi4　 PKD ）6 例 と長 い 運 動 後 の PD 　 tlvaroxysuud

exertkn−irxhコOE，d（lySkin〔s為　PED）の 1伊島H ）の 発症年齢は4歳

5カ月か ら16歳6カ月 （平均 10歳7カ月）。 全例に家族歴、け

い れ んの 既往歴を聴取し、脳 波、頭部crMU 、知 能、治療効

果を検討し島 【結果】家族歴で は PKD6 例中2例に 父又 は

母に 同様の PKD あり。けい れんの 既往は PKD6 例中4例に

み られ、内 3例は BlfC．他の 1例は 10歳 11 カ 月時に全身け

い れ ん を来た し、脳波で右唄顧 頭 頂部 に棘波を認 め、部分

発 ｛乍として cai ）arnazepirre（CBD を4年間 投与。発作梢 失の た

め投薬を 中止 した所、1− 2週 目か ら PKD が 出現
一

方、

PED の 1例は生後6カ月に けい れん 重積で発症した が、この

時の 脳波、cr には異常なし。治療により3歳以後けい れん は

消失したが、局在性の 脳波異常は 継続し、16歳6カ月 時に

PED を発症』PD 発症時の 脳 波は PKD の 2例とPED の 1例を

除き4例で正嵐 （ifXMRIは全例で 異常なしe 知能は PKD の

1例が軽度低下 σQω ，WAIS −R）、　PED の 1例で 重度遅滞の

他、5例で 正常。治瘋 ま全例 CBZ を用い て有効』【考察】PD

に は B   の 他にも種々 の てん か ん との 合併が認 め られ、両

者の 関係は深い もの であることがわ かっ た，
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